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* 1. 体制（AY201５-) 
※ 運営体制 

n  iíƝ土居Ĵ小林ƓĎĢƘƖƗƛÿƔ�
n  &iíƓç9ƔƝ小林→青木ƓĎĢƘƖƗƛÿƔ�
n  î¬āÌÃƑ�èìƝ酒向　Tomo-e Gozen カメラ 
n  ÌÃç§Ɲ諸隈　超新星サーベイ（KISS)　KWFCパイプライン他 
n  Ò�ŮƃƒźƝ猿楽 

ĶĶĶĶĶúúú観測支援、望遠鏡性能評価、リモート・自動観測システム　＆データ解析 

n  rÇƑťŧźƌƒŶƑ\BƝ三戸ƓÿĎĢĄĂăćü、小林ƓĎĢƘƖƗƛÿƔ、宮田 
n  Ò�iűŴŷſƝ青木、征矢野、樽澤、猿楽、三戸、森、中地 
n  
)űŴŷſƝ橋口、橘、上野ƓÿĎĢĄĂăćü、赤岩ƓĎĢĄĂăćÿü�

　　　　　            
     合計：　１4名 [うち現地スタッフ７名] 

 



* 1. 体制（AY201５-) 
※ 新メンバー 

n  ÞĽŔ中地łţúýú新メンバーm§	QƓĄĂăĈĀĊúčúÿü�
n  
)űŴŷſ森łţĶýĶ新メンバーƓĄĂăĈĀĊúčúÿü�
n  	ø
)赤岩łţƓĎĢĄĂăćÿü�
ĶĶ→　新メンバーには賄い＋事務補助もお願いする予定Ķ 



* 観測所ホームページ 
※ 継続的にアップデート   森、猿楽 

n  HPĶリニューアル予定Ɠ[�ŒŔüĶúúhttp://www.ioa.s.u-tokyo.ac.jp/kisohp�
n  ユーザー用 WikiページĶĶĶĶĶĶĶhttp://www.ioa.s.u-tokyo.ac.jp/kisousr/pukiwiki/ 
ĶĶ 



* 2. 共同利用　(AY2015) 
 
※ 望遠鏡性能調査・調整　征矢野、樽澤、青木、猿楽、酒向、他 

n  đĒĐàœk7¼]ķĝĎàœáW«ZÚ�ƑÚtĶ詳細は樽沢発表�
l  ūƋŷŶœ�ŝÚtķźƍūƈƒŴƒ%cÚtķŽƋƐűÚt�

ĶĶĶúúúúúú→ 今後もさらなる安定化に向け継続的に調査・調整を行なっていく 
 

※ KWFC運用　青木、征矢野、樽澤、他 

n []ŢãŃōOQŒç§Ķ詳細は樽沢発表�
l ſƍŴƒ�o��őŐÌÃœOQ+Ķ�

l %cÔº�ðäœqòTdĶバックアップ機器の購入 

ĳú�å�śŝķÌÃ�]�yĶ　調査・対応中 → 原因特定(7/4) 
Ķ→ Tomo-e Gozenカメラ時代までの主力観測装置としての役割 



※ 自動観測システム 　前原、猿楽、青木、諸隈�

n  �:%cƑÒ�ŭƄƐŻœRËŔ�ōÈ(RË�
l  Ò�ÅŒ�èìƑÒ�ÌÃŭƄƐŻŢRËłņőĽ�

n  Ò�ÅĿŅŞŁŏ�
l  Ò�H�ƌűźœ�gƑÒ�¢�œ®Ñ�
l  Ò�ŹƒŴœŵŧƐƏƒŻĶĶĶĴú解析・論文化 

n  ġĥĤƂƒűœƊƒůƒŦƐŴƒſŨŦű�
l  ĠĜĚƕġĥĤúƀƋŧůĶĶ遠隔観測・観測監視　　　　　ポータルサイト 

　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　（観測天体の登録画面） 
n  b�?œ�Ö?œÒ�_fŒŚTd　天文観測教育に重要 
n  È(Ò�œç§ŢîKĶ（AY２０１５-)　 

* 2. 共同利用　(AY2015) 
 

�



* 2. 共同利用　(AY2015) 
 ※大規模プログラム（２課題） 

n  ĘĖĞěĔĜƓĘġēĐë�óD�H�n�Ɣ�
l  ĕĄĆ[ľŜą[ïœÒ�ŹƒŴŢÓ��Ķ松永氏発表（明日） 

ü  ƅƋ?0Ŗ2�ųſŤŦŻŢEs�!Ķ�
ü  ��èìŎœáÒ�ŢÔªƑRwĶ鹿児島、岡山、XingLong、西はりま等 
ü  D�zœŪŴƏŬ+Ķ～数千個 

n  ĘĖĞĞƓ�~ßvzn�ƔúĴúğĪěÒ��
l  ĄĂăĄ[ľŜĄĂăćĀċřŎÒ�Ķ諸隈氏発表（明日） 

ü  ßvz¬ÏƓĖģ?ČĄĂăćĨķĄĂăćĩúāúĖĖĩ?ČĄĂăćĭü�
ü  ėħģĩúėħģĩĦ�œ�CÛuķ�ØÛu¯kŅ�

※その他のプログラム（21課題） 
n ãZÒ�û7ÙõüþúƈżŴƌƐŬû6üþúğĪěû2üþúGMRÄû5üþú��
n ±¶Å�ÖƓ^�sƔĶ 154人・訪問/年（海外研究者 ３人） 
n �>�ïû�ƑxƔĶĶ1032人・日 

 



* 観測統計(この５年) 
 ※過去の集計（-AY2011） 
 
　　　　　　<割当夜数>　 <観測夜数> 　    効率　　　 <晴天夜数> 　　晴天率  
--AY2011  200-300 夜   100-150 夜     約 50% 　　 60-90 夜 　 約 30-40% 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　       5割　                 　　　　　 3割 
  
※新しい指標による集計（2012-） 前原、松永 
            '?@@@@@@@@@A@"�,(�!/���)        %?�,(�!/�%?)  
     2012年 4-12月    　   52%(144/275)                 41%(1135/3173)  
     2013年 1-12月      　 52%(180/365)                 41%(1588/3900)  
     2014年 1-12月      　 54%(197/365)                 42%(1622/3900)  
     2015年 1-12月  　　  46%(155/334)                 35%(1215/3497) 
　  2016年 1-  6月  　　  62%(  91/147)                 46%(  695/1496) 
　　　　年平均 　　　　　　４ー6割 　　　　　　　　　　　3ー5割  
　　実際(7、8月除く)　　　      7割   　　　　　　　　　    5ー6割  
 
※AY2008からほぼフル稼働を継続 

l  3�,B[aZ��,R�HWUHNE@�
l  _^a\MITO/
RMGB:*�,X&�OMGJF 



※2012ー2016年度　(KWFCの観測結果） 

* 観測統計(この5年) 
 

◎( 梅雨時期をのぞき)月毎にそれほど大きな差があるわけではない?  
◎自動判定はかなり効果的で今後活用できそう  
�
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※2つの推定量に集約  
n  日効率ûÒ�RwFsüú�
ăFŒúĄĂúĥįīĪĭĮĬĥú��úěďėĒĐğúſƎƒƆĿŏŜşōĽŞFŢŪŧƐź�

AY2012 : 212 days / 365 days = 58 %  
 

n  時間効率ûÒ�Rw£üĲ
Ķă{ï�ŒúćúĥįīĪĭĮĬĥú��ŏŜşōĽŞ�eœă{ïŢ|şŒŪŧƐź�

AY2012 : 1623 hrs / 3900 hrs = 42 %  
 

※過去の統計 
n  ŇşňşƓ¾Ĉ'ķ¾ąĵĆ'üŏśĽƄŷŶƐŬú�
�

※気象モニターデータとのマッチングを検討中 
n  �È(+œ�¥�

�
�

�

* 観測統計の定義　前原、松永 2012   
 



* 共同利用成果（2007-2016.4）約10年間　 

※査読<�hA4�(��@ 
n  ¼�ŒśŝÏâŃōĽŉŚœŢĽŠĽŠ¬ÏĶĶ森さん 
n  �ŒIñ½H�Ƒz<Ƒ·¬H�úシュミット広視野を活かすサイエンス 

n  V�èìŏŃōŔ4�ľú大規模プログラムから量産の体制が必要  

 

※学位<�hA@��.N����6 
n  -�ÛuƝĶƙĀă�ā[�
ĶĶĶĄĂăć[]ŔķĶ�¨8Ɠ©.GƔķA�łţƓx�JLGƔ�
n  �CÛuƝĶăĀĈ�ā[ĶĶ�
ĶĶĶĄĂăć[]ŔķĶ�18Ɠ\XGƔķ��łţƓ©.GƔ�

n  /CÛuƝúúĂĀć�ā[�
�

ĶĶĶĶĶĶĶĶĶĶĶĶĶĶĶĶĶĶĶ※もし抜けなどありましたら、ぜひご連絡ください。�



http://www.ioa.s.u-tokyo.ac.jp/kisohp/RESEARCH/research_a.html#PaperList�

（2016.05.09現在） 

2KCCD 

KWFC 



（2016.05.09現在） 

http://www.ioa.s.u-tokyo.ac.jp/kisohp/RESEARCH/research_a.html#PaperList�

猿楽（東大） 

戸塚（広大） 

Chauhan 
Jose（インドARIES） 

家中（東大） 

？？ 



* ３. 教育(AY2015) 
 
※ 大学生実習：　６大学 

n  �GƝĶHuM´ą[¦�
l V�Ƒ��Ƒ	hûċ�üúƚ6úĶ星ĶĶĸT ƁƌŲƆ"�ŎMŗĐĐđÒ�œ@³Ĺ�
l Y�Ƒ	húúúúúúûăĂ�üúƚ6úĶ銀河úĸĐĐđp�ŏª�Ó�Ĺ�

n  x�JLGķurGķ�MÉGķ	éGƓĊ�Ɣ�
l  ąĂ6�

n  ©.GƓƘ�Ɣ�
l  ą6�

úúúúúúúúúúĴĶ�5$§Ò�ŢãńŉRÄŚļŝúご希望ありましたら観測所までご相談ください  
 

※ 大学院生教育 
n �5$§Ţãńō�
n vÐM¦ŚQZŒĶ信州大、甲南大、鹿児島大、東北大、…　 

 
全国の天文関係の学生教育の場として継続的に活発に使用されている  



* ４. アウトリーチ・広報(AY2015) 

※ アウトリーチ活動 
n  ¤´rÇƁƏŬƋƆĶSSH他 
ĶĶĶĶƜ÷�Ķ¾ăĈĉ6ĶĸžŷūŽƐNPœ[ùĹ�

ĶĶĶĶĶ3÷�ĿėĞĜĞŒd*ŅŞ_fŒµË�

n  ë�M�ƘƖƗƛƓąāĄĄÿĄćƔĶ36人選抜/70人応募中Ķ�
�

n  ¡#l�ƑÜ�ƑÒ��ƑÏM¹Ķ22回Ķ�
　　　　　　　　　　　　　　　　三戸、青木、征矢野、樽沢、森、小林、宮田 
n  ¡#�îƓĊāĊÿċƔú来場者数　約400人 
　　　　　　　　講演： 田中雅臣氏　C>@ $+-P=O�QD@　 
AAAAAAAAAAAAAAAAA9	��)AC�IN$P02`��$1�P&	5D@�

n  vÆÕ
ú12件ķŸƎžú3件ķ}»ú3件ķġĥĤżƉƒűú2件ķ�Ķ�
�

ĳú事業としてはAY2015で終了。今年度から徐々に縮小化・効率化を図る予定 
　（三鷹へ統合、アウトソーシング、他） 



* ５. 開発 
※ 超広視野 CMOS（Tomo-e Gozen )カメラの開発　酒向、高橋発表 

n  ĘġēĐœaÁ�Ķ 
n  ĐĐđŒŏŋōDšŞ���œ¿LƓĐęěĞüú常温 

l  CANONとの共同開発 
n  ×ö�Œō×öÒ�ŢƘ;RwûĎĢĄĂăćü�
n  U�ŒŔŰƉƅŷźœ�ÑêŢŪŽƒŅŞÌÃŢÍ��

 
　　　→ ２年後からは木曽観測所の主力観測装置として「Tomo-e」 だけの運用に！ 



* 木曽レガシー画像  
n  ĘġēĐŢ§Ľō\Ñêª�p`　 
n Ê6őH� °Sú山中侯英�ŒśŞª��gú�
n ±¶ÌÃƂƒűœİ¶�œH� °ıŢá��
n ÁÂŒæË��
�

úúúúĄĂăąúú,ťƇƌŪ�

úúúúĄĂăĆúúťƐŻƏƇŵ�

úúúúĄĂăćúúŕŜ�

úúúúĄĂăĈúúšŃƞ�

úúúúĄĂăĉúúúčč�

　　　Ķ 

酒向, 前原, 森, 小林, 他 

2016年カレンダー　  ばら星雲 



* ６. 将来に向けて　 
　 
※天文研究施設としての利用 

n  \ÑêŮƒƂŦŮŦũƐűœ=�j�Ķú90% 達成?  
n  b�œ�5$§œÀ�Ɠ�[]�řŎƔ�
ĶĶĴĶ今後は共同研究をベースに 
n  Ƙ[aľŜœĸğĪĨĪÿĥĹŊŀŒśŞç§�%œ²¸ĶĶ�
úĺƘx¯œÝÛŘĻú�

�

※天文教育施設としての利用 
n  GMrÇŔ�éÎ
ôœ�ŌŏŃōÁÂ�
ĶĶĴĶただし Tomo-eを使った実習を考えていって欲しい 
ĺúĄúx¯œÝÛŘĻú 


